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1．はじめに
　学校教育現場での教員の世代交代期 1）を迎え
た今，教員養成大学が，教育の本質の学究の場で
あり続けることはもちろん，学生に教育現場での
「即戦力」となり得る力をもたせる場となること
はもう一つの重要な使命となる。子どもたちの造
形活動による育ちを保障する図画工作科，美術科
の教科教育法の授業においてもそれはまた同様で
ある。
　本稿では，その意義を踏まえ，大学における学
究的教育と教育現場が求める実践的教育とに整合
性をもたせ，学究と実践力養成の間に「橋」を渡
し得る授業内容づくりについて，筆者のとりくん
だ大学での授業実践を事例として考察し，教員養
成教育における造形教育の授業のありかたを探り
たい。

2．学生の学びの現状
　学生の育ちの実態と教育現場で必要とされる学

びを対峙させるとき，その間には，未だ隔たりが
あることに気づかされる。
　教育現場から求められている授業実践力とは，
造形教育においては，（1）学生自身が既成題材を
解釈する力，さらに，（2）主体的に教材開発や授
業づくりをおこなっていく力，また，（3）授業の
背景にある諸条件を整え，授業そのものを実現で
きるようにしていく社会的な実行力の三つの力と
なるだろう。
　それは，教科書等すでにある教材や授業案の構
造から子どもたちにアプローチすべき教育内容を
抽出し授業を構成していく力であり，また地域か
ら，身近な問題から，子どもたちの思いから，教
材となる要素を教師自身が主体的に探し出し，教
育内容として構造化し授業を構築していく力であ
る。そして，その授業を学校の教育課程上に位置
づけ，実施時機，場所や施設，人的要員，材料費
等を管理職，場合によっては保護者，地域住民等
と相談して合意をとりつけていく行動力である。
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　学校教育現場での教員の大きな世代交代期の今，教員養成大学に求められているのは教育実践力をもった
学生の育成である。本稿では，教育実践力の育成をめざす大学教育における図画工作科，美術科教育の教科
教育法授業のありかたについて，二つの実践事例を通して考察した。その結果，学生が自ら造形表現の活動
を楽しみながら体験すること，さらに学校現場の「子どもたちの教室」おける人と人との関係性に着目しな
がらそれにとりくんでいく授業内容を展開していくことで，学生自身のなかに子どもを見つめる視点が形成
され，授業実践力を自ら育んでいこうとする姿勢が発現することが分かった。
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　しかし，現状の大学での教科教育は，教員の現
職教育と異なり，子どもたちが目の前にいないと
いう物理的な条件から，どうしても学びが教材研
究に偏りがちになり，前述の実践力を育む学びを
生んでいくことができないでいるという現実をも
つ。そのことで，大学での学びと教育現場で必要
とされる学びの間に隔たりが生じてしまう。図1

　仮に，色に関する知識，材料や道具の扱い方に
関する経験，授業構成の理論，描き，つくること
自体の体験を学生たちがもち得たとしても，子ど
もの実態，子どもの思いを踏まえ，造形活動の教
育実践としてそれをどこでどう的確に生かすべき
かを具体的にシミュレートしながら学ぶことがで
きる場がなければ，それは「子どもたちの教室」
での活動，即ち教育実践力には結びついていかな
いのである。
　わずかに教育実習がそれを学ぶ機会に当てはま
るものだが，教員養成における 4週間という短い
実習の期間 2）のなかでは，学生が子どもたちと
向き合い一から試行錯誤して教材研究や授業づく
りのスタイルを探り当てることは難しい。
　吉崎（1997）は授業についての教師の知識領域 3）

を，「教材内容についての知識」「教授方法につい
ての知識」「生徒についての知識」の 3つに整理
して示した。図2

　これを学生の現状での造形教育の学びにあては
めるとき，これまで大学の教室でおこなわれてき
た教材研究中心の学びに加え，「子どものための
造形活動」という視点と「その教授方法」につい
ての学びをさらに補っていく必要性が見えてく
る。
　大学での学びを教育現場につながる実践力育成
を伴ったものとするためこの「子ども観」「授業
づくり」の二点を意識した教科教育法の授業実践
を試みた。図3

3．授業の条件　～学生の実態としての変数
　学生の実態 4）として，学生自身の意識のなか
に小中学校教育における「図画工作」や「美術」
の授業に対するネガティブなイメージを持つ学生
は少なくない。
　具体的には，（1）自分は描くことつくること
が「下手」であるとの意識。（2）描くことつくる
ことは好きだが，（コンクールに出品するため等）
授業で意に反する表現を求められたため授業は嫌
いであるとの意識である。
　前者に関しては，学生たちが大学での教育を含
め，これまでにうけた自身の造形表現への教師か

らのネガティブな「評価」がその決定的な要因と
なっている。無論，評価することそのものに問題
があるのではなく，教師の評価のとらえ方に問題
性があったと考える。後者も，学習の主体は児童
生徒自身であるということ，多様な表現を受けと

図 1�　子どもたちの造形活動と大学での学びの
観念図（現状）

図 2�　授業についての教師の知識領域（吉崎，
1997）

図 3�　子どもたちの造形活動と大学での学びの
観念図（改善型）
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められていないという点で教師自身の教育観上の
問題性を感じる。
　これら条件は，「子どもたちの教室」につなが
る教科教育法を学ぶ学生自身の子ども観のベース
になるものであり，また授業づくりのスタート地
点となるものであるため，学生自身の教育実践力
育成につながる学びの形成を測定していくために
は可能な限り排除したい「変数」となる。
　したがって，授業実施にあたっては，次の 3点
を前提とし，授業へのネガティブなイメージを排
除しながら効果を観測していくようにした。もち
ろん，この 3要素は，表現教育の基本的なスタン
スであり，いずれの授業においても（小中学校教
育現場においても）常に働かせている条件である。
○�  ありのままの自己表現を，臆することなくお
こなうことを保障する
○�  かたちや色の表現を楽しみながら，自己の表
現を高めようとすることを奨励する
○�  表現を通して他者とかかわり合いながら，自
己の表現を高めようとすることを奨励する

4．授業の実際
（1）おさかなのぼりづくり
　まず，小学校の教員をめざす学生（主に初等教
員養成課程学生）全員を対象とした「図工科教育
研究」（学部 2，3年生）の授業を事例としてとり
あげる。基本的に学生たちが教科教育法を学ぶ授
業は，学部 4年間を通してこの授業のみである。
　授業は，板書，教室の場づくり，造形活動のス
ケール 5）を含め，実際の学校での授業を再現し
たかたちで行い，そこに指導方法とその際の留意
点，授業の背景にある理論や子ども，学校の現実
などについての解説を加えたかたちで展開してい
く。
　その授業シミュレーションの空間のなかで，学
生たちに，自身が〈つくる〉活動を通して，「子
ども観」を自分のなかに育んでいこうとする見方，
「授業づくり」のありかたを見つめていこうとす
る見方の新たな二つの視線をもたせたい。
　15 回という短い期間の授業であるので，その
なかで最大限教科の全貌を体験できるようにする
ため，以下の 3題材を配置し，子どもたちへの造
形活動の導入から「作品」の持ち帰りまでを具体
的に体験できるかたちをとる。15 回の授業展開
の概要は以下のようである。

  1）講義ガイダンス（子どもたちと造形活動）
 2） 制作 1 「おさかなのぼりづくり」
　　～「おさかな」を描く
 3）～「食紅えのぐ」で色をぬる（表面）
 4）～「食紅えのぐ」で色をぬる（裏面）
 5）～切ってはる
 6）～組み立てて泳がせる，持ち帰り
  7） 制作 2 「彩色木版画づくり」
　　～「ゆかいな森のなかまたち」の下図を描く
 8）～彫刻刀で彫る（安全指導）
 9）～彫刻刀で彫る（表現の工夫）
10）～木版画の刷り
11）～木版画の刷り
12）～裏彩色
13）～版画のしあげ，持ち帰り
14） 制作 3 「粘土を楽しもう」
15）講義のまとめ，粘土焼成作品持ち帰り

　上記制作 1（2～ 6回目）「おさかなのぼりづく
り」をとりあげ，具体的にその活動を眺めたい。
　この題材は小学校低学年～中学年を対象とし
た，描くこと，彩色を通して色を楽しむこと，切っ
たりはったり組み立てたりして手を働かせるこ
と，つくったもので遊ぶことの多用な造形要素を
備えた総合的な造形活動である。また，題材は実
際の小学校現場の実践のなかから生まれ 6），たく
さんの子どもたちの活動を経たものである。図4

活動の流れは以下のようである。
① 「おさかな」を描く
　「おさかな」を描く用紙には 94cm × 94cm の
障子紙 7）を二つ折りにしたものを使う。「のぼり」
であるから，風の入り口と出口を意識しながら，
フェルトペンを使って思い思いの「おさかな」を

図 4　「おさかなのぼりづくり」（2011）
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二つ折りにした紙の両面（裏面はなぞる）に描く。
　活動のポイントは紙の大きさである。小学校低
学年の子どもたちにとっては，自分の身体の大き
さと変わらぬ紙に全身を使って思いのかたちを描
いていくことになる。「存分に描く」活動を子ど
もたちに提供するという造形活動のコンセプトを
学生に伝える。
② 「食紅えのぐ」で色をぬる
　食用色素を水に溶いた「食紅えのぐ」を用い「お
さかな」に彩色する。
　活動のポイントは，染料の特性を生かした，紙
への浸透性の高い塗り味，彩度が保たれる混色を
通しての色遊び，色体験。「ふんだんに色をあつ
かう」体験を子どもたちに提供する。
③ 切ってはる
　彩色までを終えた「おさかな」のアウトライン
をハサミで切って糊ではり合わせる。
　活動のポイントは，ハサミで曲線を切る作業，
また，でんぷん糊を指にとって紙に塗り，はりあ
わせる作業である。ここでも子どもたちは，十分

な量の手を働かせる作業をおこなっていく。図6

④ 組み立てる
　筒状にはり合わされた「おさかな」の口に厚紙
の帯 8）をはり込み，紐を取り付けた後，竹の棒
に結び付けて幟を完成させる。
　ここでは，小学校低学年では全ての作業，中学
年でも多くの作業が教師の支援のもとでおこなわ
れることになる。学生たちは教師としての子ども
たちの造形活動をサポートしていく手作業の技術
を体験する。図7

⑤ 泳がせて遊ぶ
　自分たちのつくった「おさかなのぼり」を空に
泳がせてみんなで遊ぶ活動。ものづくりの達成
感を味わいながら，つくったものを使って遊ぶ，
子どもたちの美術表現ならではの味わい方であ
る。図8

⑥ 持ち帰り
　学校現場でもなかなか実施できていない作品を
保護しながらの持ち帰り方について，ビニール袋
を用意し，適切な作品パッキング方法を示し，そ

図 7　手を携えて作品をしあげる図 5　「食紅えのぐ」を使って色を楽しむ

図 8　青空の下で「おさかなのぼり」を泳がせる図 6　指で糊をつけてはる



37大学教育における「子どもたちの教室」に直結する造形活動の教育
─子どもたちと学校教育現場の実態を踏まえた授業内容づくり─

の意義について考え合うようにした。
⑦ 見合う（鑑賞）活動
　教室内での制作者どうしの鑑賞活動は，上記全
ての活動を通して，常に働いている。鑑賞活動が
常時働いていることを学生たちは，クラスごとに
作品に描き方や色づかいの傾向 9）が生まれてい
る事実を通して確認していくことができる。制作
が常時の鑑賞活動を通して，相互に影響を与え合
いながら進んでいくため，この「傾向」もまた生
まれるのである。図9

　また，時間ごと授業冒頭，教室机上にクラス全
員の（制作中の）作品をならべて配布する場面を
活用して，相互に見合う「小さな鑑賞の時間」も
設けた。

　以上が，「おさかなのぼりづくり」の活動の
概要である。記述下線部は教育現場の実態から
フィードバックされた子どもたちへの教育方法論
的内容であり，前掲図 1の現状の大学教育と教育
現場の実態との間をつなぐ「子ども観」「授業づ
くり」の内容にあたるものである。
　実際には，さらに微細に，子どもたちの教室で
の様子，学校の実際を伝えながら授業は展開する。

（2）「ねぶた」づくり
　次に，小学校の教員をめざす学生のうち美術選
修の学生を対象とした「児童のための美術」（学
部 1年生）の授業を事例としてとりあげる。この
授業は選修専門の教科教育についてより学びを深
めるために設けられた授業である。授業は前述の
「図工科教育研究」と同じ制作を通して学ぶとい
うコンセプトで展開し，最後の制作で，学生たち
は共同制作での造形活動を体験する。
　美術選修生に対しての授業であり，その内容は
さらに専門性を要する題材を位置付けてあるた
め，自身の造形表現の力を高める学びも主体とな
るが，同時に，他の学生とのかかわりや授業づく
りの背景を知らせていくことで，学生に「子ども
観」や「授業づくり」への意識をもたせたいと考
えている。
 
  1）講義ガイダンス（子どもたちと造形活動）
 2） 制作 1 「コラージュで描こう」
　　～エリック・カールの絵本づくりについて
 3）～色紙をつくる
 4）～コラージュで描く（絵づくり）
 5）～コラージュで描く（絵づくり物語づくり）
 6）～一枚の絵本発表会をしよう
 7） 制作 2  粘土を楽しもう
　　～弥生の土笛づくり
 8）～縄文の土器づくり
 9）～縄文の土器づくり
10） 制作 3  ねぶたづくり〈共同制作〉
　　～つくるものを考える，下図づくり
11）～支柱づくり，針金のかたちづくり
12）～針金のかたちづくり，電灯の取り付け
13）～紙はり
14）～色つけ（時間不足分は課外活動）
15）講義のまとめ
　　（課外：オープンキャンパスでの作品展示）

　ここでは，共同制作という特質をもった制作 3
の「ねぶたづくり」をとりあげ授業の具体を眺め
たい。
　青森のねぶたに表現方法を得た小学校中学年～
中学生を対象とした題材である。この「ねぶたづ
くり」もまた前述「おさかなのぼり」と同様，さ
まざまな造形活動要素をもった総合的な造形活動
である。それに加え，共同制作であり大型の作品
づくりとなるため，指導者の教師も含めた「協働」
が最も大きな造形活動上のポイントとなる。
　以下，活動の展開である。

図 9�　相互に見合い，かかわり合いながら子ども
たちの造形活動は進んでいく
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① つくるものを考える（下図づくり）
　最初に，共同制作のグループ成員で考えを出し
合い，つくるモチーフを決める。実際の「ねぶた」
の資料（映像）を手がかりに出来上がりへの見通
しをもち，つくるものを決めていく。「何をつく
るか」を子どもたちが互いの思いを出し合いなが
ら「折り合い」をつけて決めていく，活動中の最
初の山場であり，学生は自分たちの活動を通して
そのことを，子どもたちの内に起こる心理的な動
きまでを含めて，感得する。
　モチーフ決定後も，「描く」，「司会をする」な
どの役割を決めてディスカッションしながら，協
働して下図（配色）を描いていく活動にとりくむ。
② 支柱づくり
　杉の胴縁材を使って，つくるもののかたち全体
を支える柱をつくる。まず胴縁をつくるものの大
きさに合わせて鋸で裁断し枠状の土台を組む。そ
して，そこに柱を立て固定していく。ドリルドラ
イバーを使い細身の木ネジで固定していくように
しているので造作の自由度が高く，さまざまなか
たちの作品に対応できる。しかし当然，教師の支
援が必要な活動となり，学生は自身が，鋸の正し
い使い方や正確な裁断のコツ，ドリルドライバー
を使った木ネジでの接合の方法など，道具の使い
方を「伝えられる」ことを通して，使い方を子
どもたちに「伝える」ことを体験的に学んでい
く。図10

③ 針金のかたちづくり
　10 番手の針金で主な骨を組み，順次細い針金
で細部の骨をつくっていく。当初，実際のねぶた
同様，糸に木工ボンドをつけたもので針金を縛っ
ていたが，制作回数を重ねるなかで，結束バンド
を用いて縛る方法に変更。手が乾いた状態で作業
が進められるため作業効率が上がり，子どもたち

の造形活動もより円滑に進められるようになっ
た。
　また，針金も，通常のものから針金を焼き鈍し
た比較的柔らかい性質を持つ「なまし鉄線」に変
えたことで，紙をはりやすい太さのまま，かたち
づくりを容易に進めていくことができるように
なった。制作のなかで深化していく教材研究であ
る。
　針金でつくったねぶたの骨組みは，Ｕ字釘で要
所要所を木の支柱に固定していく。また，造形上
の必要に応じて胴縁の支柱を付け足していく。
④ 電灯のとりつけ
　紙はりに入る前に電球をとりつけ電気配線をお
こなう。コンセントをつないでいくだけで電球を
増やしていくことができるソケットを利用したこ
とで子どもにもできる作業とすることができた。
実際は資格までが必要な電気配線も材料や方法を
工夫することで子どもにも扱えるものに変えてい
くことができる。このような，大人レベルの技術
や知識を子どもたちにその本質を失わずに伝えて
いくことを，通訳が言葉を翻訳して相手に伝わる
ようにしていくことになぞらえ「翻訳」呼び，授
業づくりにおいてのその有効性を，場面をとらえ
学生に伝えていくようにしている。
　電球や配線はビニタイを使って支柱に縛りつけ
ていった。図11

⑤ 紙はり
　針金のかたちが完成すると，針金の枠ごとに紙
をはっていく作業に入る。
　針金に歯ブラシや筆などを使って木工ボンドを
塗り，そこに適当な大きさの和紙（障子紙を使用）
をはっていく。
　さらに，紙がボンドでほぼ固定されたところで，
紙のはみだし部分をカッターナイフで切り取って

図 11　針金の材質，結束法，容易な電気配線
　　　 制作を通して，教材研究も深まる

図10　支柱づくり ～たくさんの手でつくっていく
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いく。紙と紙が重なる部分では，紙にカッターナ
イフで浅く切れ目を入れるようにし，手で紙をち
ぎりとっていく。工程中最も高度な手の技が要求
される部分であり，さらに子どもたちの手になじ
む技法へ「翻訳」していく教材研究を進める必要
がある。図12

⑥ 色つけ
　紙はりを終えたねぶたに彩色する。
　まず，墨で造形上明確に表現したい部分をしっ
かりと描く。次に，溶かした蠟で細部に加飾した
い線を描く。蠟で描いた線の部分は光の透過率が
あがりハイライトを生む。また，絵の具をはじく
ため，色のにじみを防止したり色面内に細かい模
様をあらわしたりする表現に生かすことができ
る。図13

　そして，最後に，色を入れる。絵の具には，発
色や扱いやすさはもちろんであるが，染料系絵の
具の光の透過性の高さが生かせる前出の「食紅え
のぐ」を用いる。
　蠟の溶解には，ガスまたは電気コンロなどの準

備が必要となるが，小中学校現場には，安全面で
も配慮がなされた理科室，家庭科室があり，そし
てその備品があり，施設，用具に事欠かない。大
学の教室以上に造形活動上の利便性は高い。屋内
外に多数設置された水回り，運動場の大空間，体
育館の屋内全天候型の大空間，水をたたえたプー
ル等，子どもたちの造形活動を展開していく上で
の施設としての潜在力は大きいことに気付かされ
る。
⑦ 協働
　一連の作業を成し遂げるためには，作業のすべ
ての過程を通して制作者どうしの協働が欠かせな
い。ひとつひとつの作業を成立させていくために，
手を携えること，息を合わせることが必要となる。
また，時間内に作業を完了させるため，多人数で
一斉に作業を進めることも要求される。またその
間，比較的人的密度の高い作業場所の空間のなか
で，常に自分や他者への安全に気を配り続ける必
要もある。
　しかしその活動を通して，子どもたちは，一人

図 14　協働する空間を感じながらつくる

図 15　「できあがること」を仲間と味わう

図 12　紙はりと裁断

図 13　墨書きと蠟書き
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では成し得ないことが可能になるということを，
作品としての「もの」が仲間との活動を通しなが
らできあがっていくという事実を，身をもって体
験していくのである。学生もまた，その事実を自
らの制作を通して実体験としてつかんでいくので
ある。図14，15

　以上が，「ねぶたつくり」の活動の概要である。
下線部は，「おさかなのぼりづくり」と同様に，
学びを「子どもたちの教室」につながっていくも
のとするための視点である。

5．結果　～授業を通して得られたもの
　授業は，制作活動を通した学生の学びを単なる
教材研究，制作体験に終わらせず，「子ども観」
や「授業づくり」までを含めて考えを深めていく
ことができる学びとすること，すなわち教育実践
力を育み得る授業づくりをめざした。
　そこで，前述「4．授業の実際」において下線
で示した「子ども観」，「授業づくり」にかかわる
授業内容の有効性について，学生の授業ごとの感
想をもとにふりかえり，確かめていきたい。

（1�）存分に描く，色をあつかう，切る張るなど
の手を働かせることについて（子ども観を育
む視線）～「おさかなのぼりづくり」①②③

・�大きい紙に大きな絵を描くことは普段ないの
で，思いっきり腕を動かして真っ白な紙に描く
のは楽しかったです。下がきはせず描いたので
すが，一発描きは勢いがついて良かったです。
・�図画工作の授業は中学生ぶりで，こんなに大き
な半紙に書いたのも，初めてでした。立って書
くことで体を使って書いているな，と感じまし
た。自分の頭の中で描いたものを自由に表現す
るのは，とても楽しかったです。
・�久しぶりにこんな大きい紙に絵を書きました。
やはり，限られた小さい紙に書くよりも大きい
紙にかく方が気分もいいなと思いました。
・�こんなに大きい紙に，いっぱいいっぱい絵を描
いたのは久しぶりで，とっても楽しかったで
す！紙いっぱいに自分が思い描いたものを描く
のを楽しいと思うのは，大人も子どももいっ
しょだなと思いました。
・�食紅ってこんなにキレイなんだなあと思いまし
た。にじんだりとかもしたけれど，それがまた
味わい深くでいいなあと感じました。
・�今日の色塗りで使用した絵の具は，とても発色
が鮮やかで塗っていて楽しかったです。また，
友達と協力して色を作ったり，手伝いをしたり
するので，子どもどうしでも出来ていいかなと

思いました。
・�今日，さかなのぼりづくりのさかなの絵を描い
てみて，もっと自由に下書きせずに描けばよ
かったと思いました。でも，さかなの絵を描い
ていると，とても楽しくなってきて，この楽し
さは大切だなと思いました。
・�今日ははさみやのりを使う作業で，久しぶりの
感覚が味わえました。
・�こんなに大きな絵をかいたのは久しぶりです。
マッキーのにおいも，なつかしくて，楽しかっ
たです。
・�今回は，大きなおさかなをハサミで切ってのり
で貼りつける作業をしましたが，でんぷんのり
を十何年ぶりに触ったので，とてもなつかし
かったです。素材を直に手で触れながらのりを
つける，でんぷんのりのよさとにおいを大学生
の今，再び感じることができてよかったです。
・�でんぷんのりを使ったのは幼稚園来で，久々に
のりを手でぬりました。自分の手が汚れること
も気にせず，のびのびと作品をつくることがで
きて楽しかったです。
・�のりを指につけた時のひんやりする感じや指に
ついたのりが乾いてピカピカになるのが懐かし
くてうれしくなりました。子どもたちにもそう
いう感触，感覚を忘れないで成長してほしいで
す。
・�久しぶりのでんぷんのりのにおいで，とても懐
かしい気持ちになりました。最近はスティック
のりしか使わないけれど，今日はなんだかあっ
たかい気持ちになりました。

（2�）子どもたちの活動を支援する教師の造形技術
（授業づくりをみつめる視線）～「おさかなの
ぼりづくり」④，「ねぶたづくり」②

・�今までの授業を振り返って，1番思ったのは，
自分たちが楽しく作業して，安全に進めてこれ
たのは，先生が準備を手をかけてしてくれて，
安全に対しても十分に注意して説明してくれた
りしたからだなあと思いました。
・�今日は土台くみをはじめました。やったけ（人
名）がドリルドライバの使い方をテクって（テ
クニックを上げて）きて，すごくたのもしいな
と思いました。（　）内は筆者

・�今日はみんなでねぶたの馬の骨組み部分をつく
りました。基礎をしっかりしておかないと，後々
作るために大変になってしまうので，注意して，
先生の手助けもあっておおもとの部分を作るこ
とができました。

（3�）作品を仕上げ，つくったものを使って遊ぶ（子
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ども観を育む視線）～「おさかなのぼりづくり」
⑤

・�今日やっとおさかなが完成した。青空に泳がせ
てみると自分が想像していた感じと全くちがっ
た。おさかなに空気が入って立体的になって，
本当のおさかなが泳いでいるみたいでとっても
とっても楽しくて嬉しかった。やってよかった
～！！！！
・�久しぶりに太陽の光を浴びた気がします。め
ちゃくちゃキモチイイ！
・�外に出たとたん子どもに戻った大学生がはっ
ちゃけている姿を目にすることができました。
・�おさかな泳ぎはとてもきれいで，小学生に戻っ
た気分でした。色合いがきれいで自分が作った
ものを泳がすのは達成感でいっぱいだなと思い
ました。お気に入りのさかなになりました。
・�自分が作ったこいのぼりに，なんだか愛着がわ
いてきました。紙がバサバサする音が心地よ
かったです。外でみんなでとばしているのを見
ると，とてもカラフルで楽しい景色になってい
ました。世界にひとつだけのおさかなのぼり，
大切にしたいです。

（4�）作品を保護しながら持ち帰ること（授業づく
りをみつめる視線）～「おさかなのぼりづくり」
⑥

・�作品を持って帰るまで指導をすると，自分の作
品が大切にされていることが実感できるし，自
分の作品をもっと好きになれると思いました。
自分の子どもが袋に作品を入れて帰ってきたら
かわいいだろうなと思いました。
・�単に作品を完成させるというだけでなく，それ
をもってかえる，あるいは，それをきちんと整
えることで，自分の作品が大切にされていると
いう自己肯定感を高めるということを知れた。

（5�）常時働いている鑑賞活動（子ども観を育む，
授業づくりをみつめる視線）～「おさかなの
ぼりづくり」⑦，「ねぶたづくり」全般

・�グラデーションで私はぬってみたのですが，細
かく模様をかく人や，しぶきのように絵の具を
ちらす人もいて，人それぞれのぬり方が面白
かったです。
・�友だちの色づかいやぬり方の工夫など，感心す
る場面がたくさんあり，日頃見られない素敵な
一面が知れてうれしたっです。
・�人それぞれ色のぬり方が全く違ったのでとても
おもしろかったです。
・�原色に近い色や淡い色など，人それぞれの個性
があっておもしろいと思いました。

・�前の人の色の使い方が上手だったので，その色
をもらったり，作業を通して学びがありました。
グループですることで，一見個人作業ですが，
グループで学べていると思いました。
・�今回は 2回目の色ぬりでした。前回，友だちの
作品をみて，それを今回真似したり，新しい色
を作ったり，今日も前回とは違う新しい発見が
たくさんありました。楽しみながら活動するこ
とが大切ですね！！実感しました。
・�1 枚の紙だったくじらがやっと形になって感動
しました。
・�色を塗り終わって，乾いた後はすごくきれいだ
と改めて感じた。子どもたちと一緒に作るとま
た違った楽しさがあるんだろうなと思う。いよ
いよ来週は完成です。楽しみ！
・�今回は児童のための美術，最終回でした。ねぶ
たの続きを制作しましたが，どの班も頑張って
いて，すごいものができそうで楽しみです。

（6�）協働すること（子ども観を育む視線）～「お
さかなのぼりづくり」全般，「ねぶたづくり」
①②⑦

・�今日はみんなで協力して，全員仕上げることを
目指して活動していたかんじがしました。
・�友だちとわいわい騒ぎながら何かを一緒につく
る，というのはやっぱりいくつになっても楽し
いです。作業のようすや作品，友だちの笑顔を
自分のスマホにたくさん写真をとって残しまし
た。大切な宝物です。
・�何より友達と一緒にできたことがよかったで
す。お互いに助け合いながらする活動はとても
素敵だなと思いました。作品だけでなくいい人
間関係もきずいていけた気がします。
・�今日はみんなが手伝ってくれて完成することが
できました。すごくうれしかったです。小学生
だったら，いい助け合い，学び合いになるなと
思いました。
・�みんなで話し合って作品の案をだしていくこと
はとても難しい事だと思いました。
・�着物の柄の案がなかなかまとまらなったけれ
ど，それぞれ積極的に参加しようとしていたの
はよかったと思う。うまく役割を分担してすす
めていきたい。
・�今日の授業までにねぶたを完成させることがで
きなかったけど，グループのみんなで意見を出
し合ったり協力することを体験し，とても大切
な時間だった。

　学生の授業後の感想から，その回の授業の活動
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を特徴づける感想をピックアップした。
　（1）～（6）の観点は記した 2制作のなかから筆者
が抽出したものであり，造形活動における本稿で
ねらう全ての観点を網羅するものではない。
　学生の反応からは，学生が自己の制作そのもの
を楽しむことを第一義としながらも，同時に，制
作を通して子ども見つめようとする視点，教師と
しての授業づくりをおこなう側からの視線をもっ
て授業に臨んでいることがつかめる。
　最後に，授業でめざした，学生が自身に子ど
も観を育んでいこうとすること（「子どもについ
て」），授業づくりについて学ぼうとすること（「教
授方法について」），そして，つくる描くことを見
つめながら造形活動そのものを楽しむ態度をもつ
こと（「教材内容について」）の 3つの学びの観点
をもち授業にとりくむことができたかを，同様に
学生の声をもとにふりかえる。

○ 15 回の講義を終えての学生のふりかえり
・�おさかなをつくりました。こんなに潔く図工を
したのは人生で初めてです。自分の感覚でする
のって楽しいなと思いました。
・�講義全体を通して，小学生の気持ちになって楽
しく参加できました。つくることの楽しさとお
もしろさをこれからは先生の立場に立って児童
に伝えていきたいと思います。
・�講義全体を通して，「子どもの心」を思い出す
ことができました。何を作ろう，描こう，どう
やるのかな，というワクワク感は図工の授業特
有のものだと思います。教師自身（私自身）が，
このワクワク感をもって授業を作り，楽しむこ
とが大切だと思いました。
・�今までの授業で少年の心を取り戻せました。自
分達がやっていて楽しいと思えることを教師に
なってから実践できれば良いと思う。
・�図工科の指導を学ぶと同時に，図工の楽しさを
知ることができました。実は，小学生の頃の図
工科は想像力を要求されるとういう点で苦手な
教科 1つでした。しかし，この講義で自由な作
業をさせていただき，図工の楽しさを知ること
ができました。
・�これまでの講義をふり返って，他の教科とは
違って物づくりをしながら楽しく深めることが
できた。楽しい中にも，勉強になる授業のテク
ニックや，図工のちょっとした技術が紹介され
ていて私が小学校で授業する時にとてもいかせ
そうだ。15 回という短い間で，もっと続けた
いと思った。

・�この授業で，子どもたちが作るものと同じ物で
実際に作ることで，子どもの気持ちが分かるよ
うな気がしました。この経験は，子どもたちと
ふれ合う中でとても役に立つものになると思い
ました。
・�普段の生活や講義では，色ぬりも彫刻刀も使う
ことがありませんが，この講義で何年振りかの
道具を使って作品をつくることができて，とて
も楽しかったです。小学生の頃，図工の時間が
好きだったことを思い出せました。
・�この図工科教育研究では，自分が子どもの立場
になったみたいで，素直に図工を楽しむことが
できました。ねんどを触ったり版画をほった
り，何年ぶりかわからないくらいの体験をしま
した。どの作業もおもしろくて，このおもしろ
さを子どもたちに伝えてあげられる先生になり
たいと思いました。
・�この授業では，実際に作品をつくることを通し
て子どもや教師の立場からの視点で考えたり，
気づいたりすることができた。また，作品づく
りの雰囲気はとても明るくて自分もこんなふう
な時間を子どもたちに提供できるようになりた
いと感じた。
・�作品を完成させるということが，とても久しぶ
りだったので，わくわくしながら作りました。
作る楽しさを知った上で子どもに教えないとな
あと思いました。
・�全ての授業をとおして，小学生の頃に戻った気
分になりました。この楽しさを子どもたちに伝
えて，心に残る授業ができたらと思います。
・�この図工科教育研究を通して，小学校の時の楽
しかった図工の時間を鮮明に思い出しました。
図工は，やはり楽しんで行うことが大事で，ま
た，その為には先生の綿密な準備と教示が大事
なのだと強く感じました。
・�純粋な気持ちで作品づくりをし，普段使わない
頭の部分や手の動きでとても若返った授業でし
た。図工で気をつけることや授業の進め方など，
そのまま参考になることばかりで，楽しく勉強
になりました。
・�私は小学校のときからずっと図工に対して苦手
意識を持っていました。自分が思ったように描
けないし，作れないし，図工の授業の印象もあ
まりよくありませんでした。しかし，この授業
を受けて，上手，下手は関係なく，楽しく，友
だちと協力しながら作品づくりに取り組むこと
が大切だと思いました。また，作品を作るなか
で，自分が児童に声をかけるなら，という視点
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で，先生の声かけを聞き，こんな風に言われた
ら嬉しいな，頑張れるなととても勉強になりま
した。図工は楽しいと思える授業でした！
・�この授業では，図工の楽しさやおもしろさをさ
らに知ることができました。指導上のポイント
や留意点などがよくわかりました。しかし，な
により 1番よかったのは，小学生に戻った気分
で楽しむことができたのが，とても思い出に
残っています。
・�15 回を通して，図工が楽しいなと思えるよう
になりました。私は今まで小学校～中学まで，
図工，美術がキライでした。絵を描くことがす
ごく苦手で図工の時間が苦痛でした。でも，こ
の授業を通して，図工の楽しさも分かったし，
一生懸命やれば，よく見えてくることも分かり
ました。
・�小学校の図工では，いい作品というのが限定さ
れて，少しきゅうくつな感じがしたこともあり
ましたが，この半年間の図工は，何をつくって
も，それがステキな作品になって，とても楽し
かったです。

6．考察
　「結果」に表れた学生の声をもとにすれば，「子
どもたちの教室」に結びついていく学生の教育実
践力を育んでいくための授業のひとつのかたちは
実現したと考えることができる。
　そして，その要因として次の 2点をあげること
ができる。
　授業では，「うまい」「へた」の規準を排除し，「あ
りのままの自己表現」をせいいっぱいしていくこ
とを学びの目標とした。また，かたちや色の表現
を「楽しむ」ことを奨励し，なかまとかかわる学
びを奨励し目標とした。この評価の規準を明確に
学生に伝え，そのことを授業を通して徹底して実
践していくことで，まず活動への抵抗感が排除さ
れた「楽しく造形活動ができる」場が生まれた。
　その上で，授業における造形活動の過程全体を
通して，「子どもたちの教室」の姿を伝え，それ
に対応する授業づくりのポイントや授業の構造
を伝えていった。そのことで，学生自身のなか
に，自身が描きつくることを楽しむだけではなし
に，子どもならどう感じるか，どう行動するかと
いう「子どもを見つめよう」とする視点が形成さ
れ，教師ならどう準備するか，どう対応するかと
いう「授業づくり」の視点が形成されたこと。そ
れは，「子どもたちの教室」における，教師と子
ども，子どもと子どもという，人と人との関係性

への着目であった。
　そこから帰納法的に教育実践力を追究していこ
うとする学生たちの学びの態度が芽生えはじめた
のである。

註
  1）	平成 25 年度教員統計調査（中間報告）を参
照した。

 2）	橋本（2014）は「日本における教員養成プロ
グラムとその変化の社会的要請：教員志望学
生の資質向上に向けて何をしなければならな
いか」のなかで，「佛教大学における臨床心
理士・看護師・教員養成のための実習実施状
況」をあげ教員養成に関しての実習期間の短
さを指摘している。

 3）	吉崎静夫（1997）『デザイナーとしての教師，
アクターとしての教師』金子書房

 4）	「図工科教育研究」2014前期受講生349名，「児
童のための美術」2014 前期受講生 19 名を対
象として調査。授業ごとに「ふりかえり （記
述）」を実施した。

 5）	作品の大きさ，表現方法などを子どものもの
と同じにし，矮小化したり，高度化したりし
ない。

 6）	 2011 年，2012 年に筆者による実践。他に，
協力者による実践も各地で行われている。

 7）	和紙の特性をもつものとして使用。安価。礬
水が引かれていないため，絵の具の滲みの効
果が楽しめる。

 8）	商品名「クラフトバンド」
 9）	教室ごとに，描線を描き込む，シンプルに描
く，淡い色使いをする，鮮やかな色使いをす
る，時間をかけて描く，手早く描くなど，集
団の表現上の傾向が現れる。




